
スタート

劣化現象

ひび割れ

　　　挙動する 挙動しない

0.2mm未満 1.0mmを 0.2mm未満 0.2mm以上 1.0mmを
超える 1.0mm以下 超える 場合 の場合

工
程 Ｕカット Ｕカット Ｕカット
・ シール材 シール材 シール材
材 充填工法 充填工法 充填工法
料 可とう性エ 軟質形エポ 可とう性エ シーリング パテ状エポ 硬質形エポ 可とう性エ

ポキシ樹脂 キシ樹脂 ポキシ樹脂 材 キシ樹脂 キシ樹脂 ポキシ樹脂

ア該
サ当 ＥＬ５５ スクイズ ＥＬ５５ ５０５ スクイズ ＥＬ５５
ボ材 工法 該当なし 工法
ン料 ５５６Ｌ ５５１

５５６Ｍ ５７３

ひび割れ
の挙動

劣化の
程度

劣
化
現
象

該当なし

はがれが切片状に
生じた、浅い欠損

はがれ、はく落が

あり漏水がある

シール工法 シール工法
樹脂注入
工法

樹脂注入
工法

ひび割れ幅 ひび割れ幅
0.2mm以上
1.0mm以下

ＢＥ２

充填工法

欠損

充填工法

エポキシ樹脂
モルタル

ポリマーセメ
ントモルタル

ひび割れ部の
適切な処置

はがれ、はく落の

ため欠損が生じて

いる場合

１．コンクリート打放し仕上げ外壁の改修工法選定フロー
（注：塗り仕上げを行う場合は、これらの工法で適切に処理した後に行う。その内容については、本資料では省略する。）

外壁の改修工法選定フロー図

本資料は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修『建築改修工事監理指針　令和元年版』より抜粋し要約したものに、
アサヒボンド工業㈱の該当する主な材料を列記したものである。



２．モルタル塗り仕上げ外壁の改修工法選定フロー
　　　　（注：塗り仕上げを行う場合は、これらの工法で適切に処理した後に行う。その内容については、本資料では省略する。）

スタート

劣化現象

浮　　き

左記以外のモ 構造体のコ 0.2mm
ルタルの浮き ンクリート 未満

の劣化を含
めての浮き

　有
劣
化
現 漏水の 無 0.25㎡ 無
象 有無 以上

有 　
はく落防止

構造耐力 と構造体の モルタル撤去後
に関する 耐久性確保 無 構造体のコンク
コンクリ リート面の改修
ートの
劣化 深い はく落防止及 はく落の

欠損 び耐久性確保 防止
の

別途 場合
モルタル アンカーピ
塗替え工法 ンニング

注入工法 0.25㎡
以上

工
法 アンカーピン アンカーピ 注入口付アン 樹脂注入 Ｕカット モルタル シール
・ ニング全面ポ ンニング全 カーピンニン 工法 シール材 塗り替え 工法
材 リマーセメン 面エポキシ グ全面エポ 充填工法 ポリマー 工法
料 トスラリー 樹脂注入 キシ樹脂 セメント

注入工法 工法 注入工法 モルタル
ア該
サ当 ５７６ ＥＬ５５ ５０５
ボ材 該当なし ５７３ スクイズ工法 ＥＬ５５ EL５５
ン料 ５７６ ５５１ ５５１

５７３ ５７３ ５７３

充填工法

0.25㎡
未満

　　　　樹脂注入
　　　　工法

浮きの程度

表面の改修

0.25㎡
以下

別途

アンカーピンニ
ング注入工法

Ｕカットシー
ル材充填工法

モルタル塗り

ひび割れ

0.2mm以上

ひび割れ
からの漏水

ひび割れ幅

ルの浮き
周辺モルタ

アンカー
ピンニング
部分エポ
キシ樹脂

欠損の程度

通常レベルの打
撃力によっては
く落するおそれ
のあるモルタル

0.25㎡
未満

１箇所の
浮き面積

充填工法 充填工法

ポリマーセ
メントモル

注入口付ア
ンカーピン
ニング部分
エポキシ樹
脂注入工法

注入口付アンカ
ーピンニング
全面ポリマー
セメントスラ
リー注入工法

構造耐力に

0.25㎡
以上

浮き代は

の浮き

除　　去

１箇所の面積

欠　　損

モルタル
表面のはが
れが切片状
に生じた浅

モルタルの
構造体のコ
ンクリート
面からの

５７６

構造体のコ
ンクリート
の劣化を含

欠損
むはく落

い欠損欠損

劣化の
程度

浅い
欠損
の
場合

関連しない
コンクリー
トの劣化

スクイズ
工法

該当なし
ＢＥ２

該当なし

注入工法タル

エポキシ樹
脂モルタル

該当なし
スーパースク
イズピン

５７６ スーパース
クイズピン

1.0mm以1.0mmを超え

有



３．タイル張り仕上げ外壁（手張り工法）の改修工法選定フロー

スタート

浮き

タイル陶片 目地
通常レベル タイル張り仕 構造体の （目地の欠
の打撃力に 上げ層の浮き コンクリ 損等を
よってはく ートの劣 含む）
落するおそ 化を含め
れのあるタ ての浮き 構造体の 0.2㎜未満
イル陶片及 タイル陶片 コンクリー 無

劣 びタイル張 トに達する ＥＮＤ
化 りの浮き ひび割れを
現 含むか 含む ひび割れ
象 劣化の程度 除去 0.25㎡以上 幅が

はく落防止 0.25㎡未満 0.2mm
と構造体の 　　含まない 以上又は
耐久性確保 はく落が

構造体の あるか
未満 タイル 　未満 コンクリー

はく落防止及 陶片のひび トひび割れ
び耐久性確保 はく落防止 別途 割れ幅が 幅が0.2mm 　　　 有

0.2mm 以上か
以上か

別途 以上 　　 以上

　　　1.0mmを超える 1.0mm以下
浮き代は 樹脂注入 Ｕカット

工法 シール材
アンカーピンニ アンカーピン アンカーピン 充填工法

下地モルタル ング全面ポリマ ニング全面エ ニング部分エ
等がある場合 ーセメントスラ ポキシ樹脂注 ポキシ樹脂注

工 リー注入工法 入工法 入工法
法 又は 又は 又は 注入口付ア
・ タイル部分 注入口付アンカ 注入口付アン 注入口付アン ンカーピン 目地ひび
材 張替え工法 ーピンニング全 カーピンニン カーピンニン ニングエポ 割れ改修
料 面ポリマーセメ グ全面エポキ グ部分エポキ キシ樹脂注 タイル部分 工法

ントスラリー注 シ樹脂注入 シ樹脂注入 入タイル 張替え工法
入工法 工法 工法 固定工法

ＥＬ５５ 該当なし
ア該 ５０７ ５０７
サ当 該当なし 該当なし ５５１
ボ材 ５７６ ５７６ ５７３
ン料 ５７３ ｱｻﾎﾞﾝ弾性Ｇ

ｱｻﾎﾞﾝ弾性Ｇ

劣化現象

浮きの程度

タイル陶片のは
く落欠損タイル
張り仕上げのは

の劣化

構造耐力に
関連しない
コンクリー
トの劣化

関連するコ
構造耐力に

欠損の程度

欠損

浮きの箇所

ンクリート

構造体のコ
ンクリート
の劣化を含む
はく落欠損

アンカーピンニ
ング注入工法

く落欠損

スーパー
スクイズピン

スーパー
スクイズピン

タイル
陶片か目
地部分か

ひび割れ

該当なし
スクイズ

工法

１箇所の
浮き面積

構造体コンクリ

ートとモルタル間

下地モルタル
を含む欠損

タイル
張替え工法

下地モルタルを
含むか否か

アンカーピンニ
ング注入工法



スタート

劣化現象

欠損 浮き ひび割れ

欠損の程度 劣化の程度
劣
化 構造体
現 構造体のコ タイル陶 通常レベル タイル 構造体のコ のコンクリ 　　含む
象 ンクリート 片のはく の打撃力に 陶片の浮き ンクリート ートに達す

の劣化を含 落欠損 よってはく の劣化を含 るひび割れ
むはく落 落するおそ めての浮き を含むか

欠損 れのあるタ 　　　　　 構造体
イル陶片の 未満 のコンクリ

浮き 　 含まない ートひび割
劣化の程度 れ幅が0.2mm

タイル 以上か
除去 未満 陶片のひび 　　　　　以上

構造耐力に 構造耐力に 割れ幅が
関連するコ 関連しない 0.2mm以上か
ンクリート コンクリー 別途 樹脂注入 Ｕカットシー
の劣化 トの劣化 工法 ル材充填工法

 以上
工 別途
法 注入口付アンカー

タイル部分 ピンニングエポキ タイル部分
張替え工法 シ樹脂注入タイル 張替え工法

固定工法
ア該
サ当 ５０７ ５０７ スクイズ ＥＬ５５
ボ材 工法
ン料 ５５１

５７３
５７６

４．タイル張り仕上げ外壁（型枠先付け工法）の改修工法選定フロー

スーパースクイズ
ピン

アサボンタイル化
粧キャップ
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